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1. 胃がん 術後 S-1 療法（716012） 

薬品名 略語 1 日投与量 投与方法 投与時間 投与日 備考 

エスワン S-1 80mg/㎡ 食後 分 2 Day1-28 
Ccr＜30 の場合、 

投与不可 

■1 コース期間：42 日毎、総コース数：8 コース（1 年間） 

 T3（SS）N0 と T1 を除く StageⅡ/Ⅲを補助化学療法の対象とする。 

 手術からの回復を待って，術後 6 週間以内に S-1 投与を開始する。 

 非手術例に比べ術後投与では血液毒性・非血液毒性とも出現しやすいので，臨床・血液所見に応じて薬

剤投与レベルを下げるか，投与スケジュールを 2 週間投与 1 週間休薬に変更するなどの対応を行う。 

■参考文献：N Engl J Med.357(18):1810-20(2007).（ACTS-GC 試験） 

■催吐リスク  ：最小 

■発熱性好中球減少リスク ：低 

■主な有害事象 

S-1：悪心、嘔吐、食欲不振、下痢、口内炎、骨髄抑制、倦怠感、色素沈着、流涙 

■減量基準 

 
S-1 

60mg/回 50mg/回 40mg/回 

1 段階減量 50mg/回 40mg/回 休薬 

2 段階減量 40mg/回 休薬  

 

 

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/17978289
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2. 胃がん 術後 XELOX 療法（716006） 

薬品名 略語 1 日投与量 投与方法 投与時間 投与日 備考 

オキサリプラチン L-OHP 130mg/㎡ 点滴静注 120 分 Day1  

カペシタビン【C 法】 Cape 2,000mg/㎡ 食後 分 2 Day1 夕-15 朝 
Ccr＜30mL/min の

場合、投与不可 

■1 コース期間：21 日毎、総コース数：8 コース 

■参考文献：Lancet.379(9813):315-21(2012).（CLASSIC 試験）N Engl J Med.358(1):36-46(2008). 

■催吐リスク  ：中 

■発熱性好中球減少リスク ：低 

■血管への影響  ：L-OHP：炎症性抗がん剤 

■主な有害事象 

 Cape：悪心、食欲不振、下痢、口内炎、手足症候群、骨髄抑制 

 L-OHP：悪心、嘔吐、末梢神経障害、感覚異常、疲労、アレルギー反応 

■減量基準  

 Cape L-OHHP 

1 段階減量 1,600mg/㎡ 100mg/㎡ 

2 段階減量 1,200mg/㎡ 85mg/㎡ 

 

＊カペシタビン（C 法）：体表面積別減量基準 

Cape：C 法 ＜1.41 ㎡ 1.41-1.51 ㎡ 1.51-1.81 ㎡ 1.81-2.11 ㎡ ＞2.11 ㎡ 

1 段階減量 900mg/回 1,200mg/回 1,500mg/回 

2 段階減量 600mg/回 900mg/回 1,200mg/回 

 

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/22226517
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/18172173
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3. 胃がん 術後 S-1＋ドセタキセル療法（716019） 

薬品名 略語 1 日投与量 投与方法 投与時間 投与日 備考 

エスワン S-1 80mg/㎡ 食後 分 2 Day1-14 1-7 コース 

ドセタキセル DTX 40mg/㎡ 点滴静注 60 分 Day1 2-7 コース 

 

エスワン S-1 80mg/㎡ 食後 分 2 Day1-28 8 コース以降 

■1 コース期間：【1-7 コース】21 日毎、【8 コース以降】42 日毎、総コース数：（1 年間） 

 D2 以上のリンパ郭清を伴う R0 切除術を施行した stageⅢ胃がん 

■参考文献：J Clin Oncol. 37(15):1296-1304(2019). （JACCRO GC-07 試験） 

■催吐リスク  ：低 

■発熱性好中球減少リスク ：低 

■血管への影響  ：DTX：起壊死性抗がん剤 

■主な有害事象 

 S-1：悪心、嘔吐、食欲不振、下痢、口内炎、骨髄抑制、倦怠感、色素沈着、流涙 

 DTX：骨髄抑制、悪心、嘔吐、脱毛、倦怠感、末梢神経障害、皮疹、爪の変化、感染、浮腫・胸水・体液

貯留（300～400mg/㎡以上） 

■減量基準 

 
S-1 

DTX 
60mg/回 50mg/回 40mg/回 

1 段階減量 50mg/回 40mg/回 休薬 35mg/㎡ 

2 段階減量 40mg/回 休薬  30mg/㎡ 

 


